
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
桂
川
町
人
権
・
同
和
問
題
地
域

懇
談
会
」（
以
下
、
地
域
懇
談
会
）
が
、

10
月
１
日
か
ら
各
行
政
区
の
集
会
所
や

公
民
館
等
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
視
聴
ビ
デ
オ
に
「
人
権
の
ヒ
ン

ト
～
地
域
編
～
」
を
使
用
し
て
の
地
域
懇

談
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
デ
オ

で
は
、「
思
い
込
み
」
か
ら
「
思
い
や
り
」

へ
と
い
う
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
街
の
喫
茶
店
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ラ
イ
ツ
」
の
マ
マ
の
と
こ
ろ
に
、
様
々

な
思
い
を
抱
い
た
人
々
が
集
っ
て
く
る
。

そ
の
交
流
の
中
か
ら
「
人
権
の
ヒ
ン
ト
」

を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
違
い
」
を
思
い

や
る
心
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
く
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
い
う
と
、
何
だ
か
難
し
い
こ
と

と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
「
人

権
の
ヒ
ン
ト
」
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ビ
デ
オ
は
、
ド
ラ
マ
の
手
法
を
使
っ

【
人
権
・
同
和
問
題
地
域
懇
談
会
】

【
問
合
先
】
〒
８
２
０
‐
０
６
０
６

　

嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
居
３
６
０
番
地  

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係
（
☎
６
５
・
１
１
８
７
）

－人権だより－
vol.21

て
、
日
常
に
潜
む
人
権
問
題
を
、
自
分
の

中
の
人
権
意
識
を
考
え
る
た
め
の
「
き
っ

か
け
」
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
個

性
を
持
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
人
種
、
信

条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
門
地
、
障
が

い
の
あ
る
・
な
し
・
・
・
と
、
人
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
相
手
の
立

場
に
立
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、

立
て
な
い
と
自
覚
し
て
、
そ
こ
に
近
づ
こ

う
と
努
力
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
、
創
造
力
で
あ
り
、
思
い
を
馳は

せ
る
、

思
い
や
り
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
。
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
何
気
な
い
暮
ら

し
の
中
か
ら
、「
思
い
や
り
」
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
人
権
の
ヒ

ン
ト
～
地
域

編
～
の
チ
ラ

シ
か
ら
抜

粋
）

検察審査会制度をご存知ですか？

検察審査会制度は、検察

官が被疑者を起訴しな

かったことがよかったのかど

うかを、選挙権を有する国民

の中からくじで選ばれた 11

人の検察審査員が審査する制

度です。

　なお、飯塚検察審査協会は、

検察審査会制度の広報支援を

行っています。

不
起
訴
不
当

起訴

警　察 裁判所犯罪の発生

起
訴
相
当

不
起
訴
相
当

検察庁

不起訴

なっとく
できない

被害者

検察審査会（11 人の審査員）

申立

くじで選ばれる

選挙人名簿

【問合先】　飯塚検察審査会（福岡地方裁判所飯塚支部内）　☎２２・１１８６
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